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スリランカ ジェフリー・バワ建築 視察ツアーのご案内

この度、スリランカの建築家ジェフリー・バワの作品を辿る旅を企画いたしました。

リゾート建築に大きな足跡を残したジェフリー・バワ。

彼の代表作カンダラマやライトハウス、ブルーウォーター等のリゾートホテルを訪れた方も居

られるかと存じますが、彼の魅力を最も感じさせるのは、個人邸・別荘設計にあります。

今まで写真集でのみ目にしてこられたバワ作品の幾つかが、ここ近年オリジナルに改修され、滞

在できるようになりました。

筆頭に挙げられるのはバワの生涯を掛けた広大な別荘『ルヌガンガ』本館でバワ亡き後、永年

閉ざされていた『バワ自身の居室』が完全なオリジナルに戻され宿泊可能となりました。

また同じくルヌガンガの敷地内に、バワ建築活動の初期にコロンボ中心地に友人のオーダーで建

てられた都市型戸建て住宅『オズモンド＆エナ・デ・シルヴァ邸 1962 移築 2016』がオリジナル

のまま移築されて３ベッドルームのある別荘として宿泊可能となりました。

そして同じくコロンボ中心地に、音楽家一族の為の住宅としてデザインされたバワ後期の都市型

戸建て住宅『デ・サラム邸 1994』もオリジナルに戻され視察可能となりました。
因みに上記２物件の移築改修を手掛けたのは、生前のバワ事務所でも活動され、現在のスリランカを代表する

女性建築家 Ms Amila de Mel 氏で、同氏はバティック制作のエナ・デ・シルヴァ財団現代表でもあります。

当企画ではルヌガンガを貸切り全室の内覧をはじめ、今まで視察不可だったこれらの住宅・別荘

作品と共に、その他のバワ作品の住宅・別荘建築に視察の重点を置いてご覧いただきます。

もちろんバワのアイコン的リゾートホテルにも滞在し、バックヤードなどにもご案内しバワの魅

力を味わっていただきます。

是非ご一緒ください。

旅のご案内人；中野 温

Thaala Bentota(旧ｾﾚﾝﾃｨﾌﾞ 内廊下）

✈



旅行費用；￥４９８，０００－ (お二人一室ご利用お一人様)

別途；お一人部屋追加費￥１３４，０００－

燃油サーチャージ＆各空港税等￥１８，５００－(2025 年 2 月 1 日現在 変動有り）

スリランカ観光入国登録(ETA)取得費、日本国内移動費、その他個人的な費用

＊費用に含まる物・含まれない物の詳細は下記『募集型企画旅行条件書』をご覧ください

＊キャンセル料その他の条件につきましては下記『募集型企画旅行条件書』をご覧ください

https://www.dokoico.jp/company/yakkan/joken_boshu.pdf

最少催行人員；１５名様 利用予定航空会社；スリランカ航空（成田発着 直行便)

お申込金；￥１００，０００—（旅行代金に充当）をお申込書送付と併せてご送金ください

日程

１ 6/07

土

成田空港

コロンボ空港

ダンブッラ

11:15

17:05

深夜

UL455

専用車

スリランカ航空直行便でコロンボへ(時差３,５時間 昼食、夕食)

コロンボ空港到着後、専用車で北部エリア ダンブッラへ移動（約４時間）

Heritance･カンダラマ泊

機内

機内

２

6/08

日

ダンブッラ

シギリア

ダンブッラ

午前 専用車 ユネスコ世界遺産登録の史跡シギリアロック視察

大自然のビラリゾート Jetwing・Ｖｉｌ Ｕｙａｎａ(2006)の視察と昼食

Heritance・カンダラマ(1994)の内覧

Heritance･カンダラマ泊

朝食

昼食

夕食

３
6/09

月

ダンブッラ

キャンディ

午前

午後

夕刻

専用車 中部山岳エリアの古都キャンディへ移動（約３時間）

コロニアル(植民地時代)スタイルのホテルに宿泊

ユネスコ世界遺産登録の仏歯寺視察 クイーンズホテル泊

朝食

昼食

夕食

４

6/10

火

キャンディ

ゴール

午前

午後
専用車 西海岸南端の蘭 英時代の名残を残すゴールへ移動（約５時間）

コロニアルスタイルを改修したアマンガッラ(2005)の視察と昼食
Jetwing ライトハウス(1997)の視察

Jetwing・ライトハウス泊

朝食

昼食

夕食

５
6/11

水

ゴール

アフンガッラ

ベントタ

午前

昼

午後

夕刻

専用車
Heritance・アフンガッラ(1981)の視察
ベントタビーチにおけるバワ自身の別荘としてスタートしたザ・ビラ・

ベントタとクラブ・ビラ(1980)の視察と昼食
内陸のバワの別荘ルヌガンガ(1998、2016)の全館視察（参加者数による）
本館の北テラスで夕食、ビラ宿泊者は送迎

抽選でルヌガンガとザ・ビラ・ベントタに分かれて泊

朝食

昼食

夕食

６

6/12

木

ベントタ

ベラワラ

ワドゥワ

午前

午後

午後

専用車 ルヌガンガと共通する広大な敷地の別荘＃８７(1980)の視察

シナモン・ベントタビーチ(1969)、Thaala Bentota(1970)、ベントタ駅舎
(1967）の視察
Heritance・アーユルヴェーダ・マハゲダラ(1976)の視察と昼食
ブルーウォーター(1998)の視察

ブルーウォーター泊

朝食

昼食

夕食

７

6/13

金

ワドゥワ

コロンボ

コロンボ空港

午前

午後

19:50

専用車

UL454

シーマ・マラカ寺院(1978)の視察
市内中心地の住宅デ・サラム邸(1994)の視察
パラダイス・ロード Gallery cafe(1963)の視察と昼食
自邸 33rd Lane（＃１１ 1998）の視察
時間によりバワとの関連するインテリアショップ等にご案内

スリランカ航空直行便で成田へ（時差３,５時間 夕食、朝食）

朝食

昼食

機内

８
6/14

土

成田空港 08:10 成田空港到着

お疲れ様でした

機内

＊日程の 太字アンダーライン はジェフリー・バワ作品、アンダーライン はその他

＊（西暦）は Geoffrey Bawa the complete works による最終竣工年



《 主な視察先 》

ダンブッラ；Heritanceカンダラマ

キャンディ；クィーンズホテル ゴール；アマンガッラ

ゴール；Jetwingライトハウス



ベントタ；ルヌガンガ

ベントタ；ザ・ビラ ベントタ；＃８７

ワドゥワ；ブルーウォーター

コロンボ；バワ自邸



《 近年公開されたバワ作品 》

ベントタ；ルヌガンガ敷地内に移設

オズモンド＆エナ・デ・シルヴァ邸

ベントタ；ルヌガンガ本館 バワ自室

コロンボ；デ・サラム邸



ご参加申込書 第一次締切 3月 10日（月）

ご記入いただいた個人情報は、今回のご旅行に必要な航空券手配やサービスの提供等、業務遂行に必要な

範囲でのみ使用します。

ご家族等からのお問合せに際し「□ いいえ 」欄にチェックされた場合は回答いたしません。

＊の箇所は、有効なパスポートのお写真ページコピーを一緒にお送りいただく際は記載不要です。

『スリランカ入国時にパスポート６カ月以上の残存』が必要です

申込金¥１００，０００－のお振込先；
みずほ銀行 新橋支店 普通口座 口座番号；２５９５０３４

口座名；カ）クロノスインターナショナル

＊お振込手数料のご負担お願いいたします

ご記入日２０２５年 月 日

姓 名

漢字

読みがな

ローマ字 ＊

性別 ＊ □ 男性 □ 女性 □ その他

生年月日 ＊ 西暦 年 月 日

現住所 〒

電話番号 携帯電話番号

メールアドレス

勤務先名

勤務先住所 〒

勤務先電話番号

書類等全てのご案内はメールアドレスにお送りいたしますので必ず受信できるように設定ください

パスポート番号 ＊

発行日 ＊ 西暦 年 月 日

有効期限 ＊ 西暦 年 月 日

発行地 ＊ □ 海外発行の方

有効なパスポートをお持ちでない方は申請・受領後改めてご連絡ください

ホテルの客室 □一人部屋 □二人部屋 ご同室者氏名

６月７,８日宿泊 Heritance･カンダラマはスイートを除く上から２番目のカテゴリー ラグジュアリー

（シギリア・ウイング２,３階バスタブ付 湖の眺望なし）ですが、一番上のデラックス（シギリア・ウイ

ング４,５階ジェットバス付 湖の眺望有り）ご希望の方はお問合せ下さい

（２泊分 ツインご利用お一人様¥１６，０００追加、シングルご利用￥３２，０００追加）

航空機のビジネスクラスご希望の方はお問い合わせください

旅行中の日本国内緊急時の連絡先

氏名 続柄

電話番号

緊急時以外にご連絡することはございません

お申込書送信先； nakano@kronos.co.jp


